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一　

は
じ
め
に

　　
「
御
覧
ず
」
は
、「
見
る
」
の
動
作
主
体
を
高
め
る
尊
敬
動
詞
で
あ
る
。

一
方
、「
見
る
」
の
主
体
敬
語
に
は
、「
見
る
」
に
敬
語
補
助
動
詞
「
た
ま

ふ
」
を
下
接
し
た
「
見
た
ま
ふ
」
が
あ
る
。
こ
の
、「
御
覧
ず
」
と
「
見

た
ま
ふ
」
の
違
い
に
つ
い
て
は
、
鎌
田
廣
夫
（
一
九
六
〇
）
に
よ
っ
て
、

「
御
覧
ず
」
の
ほ
う
が
「
見
た
ま
ふ
」
よ
り
敬
意
が
高
い
と
さ
れ
、
そ
れ

が
定
説
と
な
っ
て
い
る
。
一
方
に
お
い
て
、
藤
原
浩
史
（
一
九
九
四
）

は
、「
見
る
」
が
具
体
的
な
知
覚
動
作
を
意
味
す
る
の
に
対
し
、「
御
覧

ず
」
は
支
配
者
的
な
社
会
的
行
為
を
表
現
内
容
と
し
、
ま
た
、「
御
覧

ず
」
に
は
対
象
を
具
体
的
に
把
握
し
よ
う
と
い
う
意
識
が
ほ
と
ん
ど
存
在

し
な
い
非
分
析
的
態
度
を
も
つ
と
し
て
、「
御
覧
ず
」
の
表
現
価
値
か
ら

考
察
し
て
い
る
。

　

本
稿
で
は
、「
御
覧
ず
」
と
「
見
た
ま
ふ
」
の
使
用
対
象
と
、
動
作
主

体
の
人
物
と
動
作
客
体
の
人
物
と
の
身
分
関
係
を
検
討
す
る
こ
と
か
ら
、

「
御
覧
ず
」
と
「
見
た
ま
ふ
」
の
違
い
を
指
摘
す
る
。

　

二　

検
討
の
方
法

　　

テ
キ
ス
ト
と
し
て
『
源
氏
物
語
大
成　

校
異
篇
』
本
文
を
用
い
、
そ
の

「
御
覧
ず
」
の
関
係
規
定
性

─
源
氏
物
語
に
お
け
る
─

高
桑
恵
子
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地
の
文
の
用
例
を
検
討
対
象
と
す
る
。（
挙
例
に
あ
た
っ
て
は
、
表
記
を

改
め
、
所
在
の
巻
名
・
頁
・
行
を
記
す
。）

　
「
御
覧
ず
」・「
見
た
ま
ふ
」
の
見
る
対
象
で
あ
る
動
作
客
体
は
三
分
類

さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
そ
れ
が
人
物
の
場
合 

（
①
〈
人
物
〉）
と
、
人
物

以
外
の
場
合
と
の
二
通
り
が
あ
り
、
人
物
以
外
の
場
合
に
は
、
手
紙
な
ど

所
有
者
が
想
定
で
き
る
場
合
（ 

②
〈
人
物
の
モ
ノ
〉）
と
、
風
景
な
ど
所

有
者
が
想
定
で
き
な
い
場
合 
（
③
〈
モ
ノ
〉）
と
の
二
通
り
が
あ
る
（
こ

こ
で
い
う
「
所
有
者
」
の
「
所
有
」
の
意
味
は
広
い
意
味
で
用
い
る
）。

そ
れ
ぞ
れ
の
例
を
あ
げ
る
。

　

①　
〈
人
物
〉
を
見
る
場
合

（
１
）（
桐
壺
帝
ガ
桐
壺
更
衣
ヲ
）
い
と
ど
あ
は
れ
と
御
覧
じ
て
、

…
…
。�
（
桐
壺
七-

10
）

　

②　
〈
人
物
の
モ
ノ
〉
を
見
る
場
合

（
２
）（
紫
ノ
上
ノ
）
御
手
な
ど
の
い
と
め
で
た
き
を
、
院
（
＝
朱
雀

院
）
御
覧
じ
て
、
…
…
。�

（
若
菜
上
一
〇
六
七-
11
）

　

③　
〈
モ
ノ
〉
を
見
る
場
合

（
３
）
九
月
に
な
り
て
、
九
日
、
綿
お
ほ
ひ
た
る
菊
を
（
源
氏
ガ
）

御
覧
じ
て
、
…
…
。�

（
幻
一
四
一
九-

10
）

　

こ
の
よ
う
に
動
作
客
体
を
三
分
類
し
て
、
以
下
、「
御
覧
ず
」
と
「
見

た
ま
ふ
」
の
動
作
主
体
と
動
作
客
体
と
の
身
分
関
係
を
考
察
し
て
い
く
。

調
査
対
象
と
な
る
の
は
、
助
動
詞
「
ら
る
」「
さ
す
」
が
下
接
し
た
も
の

を
除
い
た
「
御
覧
ず
」
七
六
例
と
、「
見
た
ま
ふ
」
三
五
一
例
で
あ
る
。

複
合
動
詞
は
除
い
た
。

　

三　
〈
人
物
〉
を
見
る
場
合

　　
〈
人
物
〉
を
見
る
用
例
に
つ
い
て
、「
御
覧
ず
」・「
見
た
ま
ふ
」
の
動
作

主
体
と
動
作
客
体
と
を
一
覧
に
ま
と
め
た
の
が
表
１
で
あ
る
（
動
作
主
体

が
複
数
の
場
合
は
表
か
ら
除
い
た
）。
な
お
、
以
下
に
お
い
て
、
動
作
主

体
を
、
次
の
基
準
で
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
の
三
つ
に
区
分
し
て
示
す
こ
と
に
す

る
。

　

Ａ
「
御
覧
ず
」
だ
け
を
用
い
る
人
物

　

Ｂ
「
御
覧
ず
」・「
見
た
ま
ふ
」
の
両
方
を
用
い
る
人
物

　

Ｃ
「
見
た
ま
ふ
」
だ
け
を
用
い
る
人
物
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［
表
１
］〈
人
物
〉
を
見
る
場
合

動
作
主
体

「
御
覧
ず
」
の
客
体
「
見
た
ま
ふ
」
の
客
体

Ａ
桐
壺
帝

桐
壺
更
衣
、
源
氏
、

様
々
の
人

冷
泉
帝

源
氏
、
玉
鬘
、
舞
姫

今
上
帝

世
間
の
人
々

Ｂ
源
氏

右
近
、
源
氏
の
孫
や

子
（
薫
）、
舞
姫
、

女
房

葵
上
、
明
石
入
道
、
明
石
の
上
、
明

石
姫
君
、
尼
君
、
右
近
、
空
蝉
、
空

蝉
と
軒
端
萩
、
朧
月
夜
、
薫
、
家
司

た
ち
、
源
氏
（
自
分
自
身
）、
源
氏
が

相
手
に
す
る
女
性
、
源
内
侍
、
人
々
、

左
大
臣
、
上
流
の
女
性
、
末
摘
花
、

宣
旨
の
娘
、
玉
鬘
、
中
将
の
君
、
頭

中
将
、
女
房
、
軒
端
萩
、
藤
壺
、
蛍

兵
部
卿
宮
、
紫
の
上
、
夕
顔
、
夕
霧
、

童
べ
、
若
紫
、
あ
て
き
、
僧
、
前
と

同
じ
姿
を
し
た
も
の
（
正
体
の
知
れ

ぬ
者
）、
身
近
な
人

匂
宮

時
方
、
大
勢
の
者
、

侍
従

浮
舟
、
右
近
、
女
一
の
宮
、
薫
、
新

参
の
童
、
す
ぐ
れ
た
女
性
、
中
の
君
、

妻
妾
、
女
の
人
、
女
童
、
若
君
、
中

の
君

薫

薫
の
荘
園
の
管
理
を

担
当
し
て
い
る
人
々
僧
都
、
女
一
の
宮
、
下
人
、
宿
直
人
、

匂
宮
、
尼
君
（
弁
の
尼
）、
浮
舟
、
大

君
、
大
君
と
中
の
君
、
大
君
の
女
房

た
ち

※
宰
相
中
将

海
人
ど
も

海
人

※
太
政
大
臣
・
※
致

仕
大
臣

夕
霧

※
内
大
臣
（
※
は
以

前
の
頭
中
将
）

近
江
の
君
、
夕
霧

Ｃ
紫
の
上

明
石
の
上
、
明
石
姫
君
、
源
氏
、
玉

鬘
、
誰
も
か
れ
も

六
条
御
息
所

源
氏

夕
霧

落
ち
葉
の
宮
、
薫
、
雲
居
雁
、
女
性

た
ち
、
紫
の
上

大
君

薫
、
中
の
君

中
の
君

浮
舟
、
薫
の
供
人
、
北
の
方
、
大
輔
、

匂
宮

玉
鬘

華
美
を
こ
ら
し
て
い
る
人
々
、
八
郎

君
（
内
大
臣
の
子
）、
玉
鬘
（
自
分
）

僧
都

浮
舟
、
聖

浮
舟

使
い
の
童
、
乳
母

雲
居
雁

夕
霧

葵
上

源
氏

明
石
の
君

尼
君

落
ち
葉
の
宮

柏
木
の
係
り
の
預
か
り
ど
も

藤
壺

源
氏

女
三
の
宮

柏
木

髭
黒

真
木
柱

右
大
臣

尚
侍
の
君

玄
宗
皇
帝

楊
貴
妃

　

表
１
に
よ
っ
て
動
作
主
体
と
動
作
客
体
と
の
身
分
関
係
を
見
る
と
、

「
御
覧
ず
」
だ
け
を
用
い
る
Ａ
の
人
物
は
帝
の
例
だ
け
で
あ
り
、
当
然
、

動
作
客
体
は
動
作
主
体
の
帝
よ
り
下
位
の
人
物
で
あ
る
。

（
４
）
あ
る
か
な
き
か
に
消
え
入
り
つ
つ
も
の
し
た
ま
ふ
（
桐
壺
更
衣
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ヲ
）
を
、（
桐
壺
帝
ガ
）
御
覧
ず
る
に
、
…
…
。�

（
桐
壺
八-

11
）

（
５
）（
源
氏
ヲ
）
急
ぎ
参
ら
せ
て
（
桐
壺
帝
ガ
）
御
覧
ず
る
に
、
め
づ

ら
か
な
る
ち
ご
の
御
か
た
ち
な
り
。�

（
桐
壺
六-

３
）

　
「
御
覧
ず
」
と
「
見
た
ま
ふ
」
の
両
方
を
用
い
る
Ｂ
の
人
物
に
つ
い

て
、
そ
の
う
ち
「
御
覧
ず
」
を
用
い
て
い
る
例
の
動
作
客
体
に
注
目
す
る

と
、
そ
れ
が
動
作
主
体
の
従
者
や
子
・
孫
な
ど
で
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
動

作
主
体
よ
り
下
位
の
人
物
と
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
６
）
大
臣
（
＝
源
氏
）
も
（
右
近
＝
女
房
ヲ
）
御
覧
じ
て
、「
…
…
」

な
ど
、
例
の
む
つ
か
し
う
戯
れ
言
な
ど
の
た
ま
ふ
。

�
（
玉
鬘
七
四
一-

14
）

（
７
）
院
（
＝
源
氏
）
も
（
源
氏
ノ
孫
ヤ
薫
＝
子
ヲ
）
御
覧
じ
て
、

「
…
…
」
と
、
諫
め
き
こ
え
あ
つ
か
ひ
た
ま
ふ
。

�

（
横
笛
一
二
八
一-

12
）

（
８
）
…
…
、「
ま
づ
、
女
房
、
出
で
ね
」
と
て
、
童
の
姿
ど
も
の
を
か

し
げ
な
る
を
（
源
氏
ガ
）
御
覧
ず
。�

（
葵
二
九
〇-
９
）

　

こ
の
よ
う
に
、「
御
覧
ず
」
は
動
作
主
体
が
上
位
者
で
、
動
作
客
体
が

下
位
者
で
あ
る
場
合
に
用
い
て
い
る
。

　

一
方
、「
見
た
ま
ふ
」
を
用
い
て
い
る
例
に
は
、
次
の
例
の
よ
う
に
、

動
作
客
体
の
方
が
動
作
主
体
よ
り
上
位
で
あ
る
例
が
あ
る
。

（
９
）
大
臣
（
＝
左
大
臣
で
あ
る
舅
）
の
闇
に
く
れ
ま
ど
ひ
た
ま
へ
る

さ
ま
を
（
参
議
兼
右
大
将
＝
源
氏
ガ
）
見
た
ま
ふ
も
、
こ
と
わ
り

に
い
み
じ
け
れ
ば
、
…
…
。�

（
葵
三
〇
五-

２
）

　

ま
た
、
源
氏
が
鏡
に
映
っ
た
自
分
自
身
を
見
る
場
合
で
は
、「
見
た
ま

ふ
」
を
用
い
て
い
る
。

（
10
）
わ
が
（
＝
源
氏
ノ
）
御
影
の
鏡
台
に
う
つ
れ
る
が
、
い
と
き
よ

ら
な
る
（
源
氏
自
身
ノ
姿
）
を
見
た
ま
ひ
て
、
…
…

�

（
末
摘
花
二
三
〇-

１
）

　

次
に
、「
見
た
ま
ふ
」
だ
け
を
用
い
る
Ｃ
の
人
物
の
例
に
つ
い
て
は
、

動
作
客
体
の
上
位
と
下
位
が
は
っ
き
り
し
な
い
例
が
多
い
が
、
次
の
例

は
、
動
作
客
体
の
方
が
動
作
主
体
よ
り
上
位
で
あ
る
例
で
あ
る
。

（
11
）
こ
の
若
君
（
＝
若
紫
）、
幼
心
地
に
、
め
で
た
き
人
か
な
と
（
源

氏
ヲ
）
見
た
ま
ひ
て
、「
宮
の
御
あ
り
さ
ま
よ
り
も
、
ま
さ
り
た
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ま
へ
る
か
な
」
な
ど
の
た
ま
ふ
。�

（
若
紫
一
六
九-

６
）

　

こ
の
よ
う
に
、「
御
覧
ず
」
は
、
動
作
主
体
が
動
作
客
体
よ
り
上
位
の

場
合
に
の
み
用
い
ら
れ
る
と
い
う
特
徴
が
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、「
見

た
ま
ふ
」
は
動
作
主
体
と
動
作
客
体
の
身
分
の
上
下
に
関
わ
り
な
く
用
い

ら
れ
る
。

　

四　
〈
人
物
の
モ
ノ
〉
を
見
る
場
合

　　
〈
人
物
の
モ
ノ
〉
を
見
る
用
例
を
、
表
１
と
同
様
の
基
準
で
、
動
作
主

体
を
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
に
分
け
、
各
動
作
主
体
ご
と
に
動
作
客
体
を
ま
と
め
て

示
し
た
の
が
表
２
で
あ
る
。

［
表
２
］〈
人
物
の
モ
ノ
〉
を
見
る
場
合

動
作
主
体

「
御
覧
ず
」
の
客
体
「
見
た
ま
ふ
」
の
客
体

Ａ
桐
壺
帝

桐
壺
更
衣
の
母
君
か

ら
の
手
紙

朱
雀
院

斎
宮
か
ら
の
返
歌
、

斎
宮
か
ら
の
手
紙
、

紫
の
上
か
ら
の
手
紙

冷
泉
院

八
の
宮
か
ら
の
返
事

秋
好
中
宮

紫
の
上
か
ら
の
返

事
、
紫
の
上
か
ら
の

手
紙
な
ど

Ｂ
源
氏

明
石
の
上
か
ら
の
返

事
、
玉
鬘
の
庭
、
大

弐
の
奉
れ
る
香
、
夕

顔
の
扇
、
朝
顔
の
姫

君
か
ら
の
手
紙
、
夕

霧
の
字
を
つ
け
る
儀

式
、
筑
紫
の
五
節
の

君
か
ら
の
手
紙
、
玉

鬘
が
住
む
場
所
、
玉

鬘
へ
寄
せ
ら
れ
る
懸

想
文
、
蛍
兵
部
卿
宮

か
ら
玉
鬘
へ
の
返

事
、
蛍
兵
部
卿
宮
の

所
有
す
る
昔
の
仮
名

の
手
本
、
明
石
入
道

の
書
い
た
願
文
、
女

三
の
宮
に
来
た
手
紙

（
柏
木
か
ら
の
だ
と

あ
と
で
わ
か
る
）

六
条
御
息
所
の
い
る
部
屋
の
中
、
明

石
入
道
か
ら
の
手
紙
、
明
石
の
君
の

書
い
た
も
の
、
明
石
の
君
か
ら
の
手

紙
、
秋
好
中
宮
か
ら
の
手
紙
、
童
べ

の
あ
り
さ
ま
な
ど
、
大
宮
か
ら
の
手

紙
、
若
紫
の
硯
の
中
、
女
三
の
宮
か

ら
朱
雀
院
へ
の
手
紙
の
書
き
損
じ
、

柏
木
か
ら
の
手
紙
、
源
氏
が
末
摘
花

を
描
い
た
絵
、
源
氏
が
見
た
夢
、
源

典
侍
の
扇
、
左
大
臣
邸
、
春
宮
・
明

石
の
女
御
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
栄
華
、

少
納
言
の
も
て
な
し
、
末
摘
花
が
源

氏
に
贈
っ
た
装
束
、
末
摘
花
の
方
、

朱
雀
院
か
ら
女
三
の
宮
へ
の
手
紙
、

朱
雀
院
か
ら
前
斎
宮
へ
の
贈
り
物
、

朱
雀
院
か
ら
紫
の
上
へ
の
手
紙
、
僧

都
か
ら
の
手
紙
、
中
将
の
君
の
扇
に

書
い
た
歌
、
筑
紫
の
五
節
か
ら
の
手

紙
、
紫
の
上
か
ら
の
手
紙
、
頭
中
将

の
直
衣
の
袖
、
明
石
の
上
の
草
子
、

女
房
の
心
、
花
散
里
と
麗
景
殿
女
御

か
ら
の
返
事
、
花
散
里
の
有
様
、
花

散
里
の
す
ま
い
、
髭
黒
を
玉
鬘
の
婿

と
す
る
こ
と
、
人
の
心
ば
へ
、
葵
上

と
桐
壺
帝
の
崩
御
、
柏
木
か
ら
女
三

の
宮
へ
の
手
紙
、
六
条
御
息
所
か
ら

の
手
紙
、
柏
木
か
ら
女
三
の
宮
へ
の

手
紙
の
筆
跡
の
証
拠
、
紫
の
上
が
書

い
た
手
習
い
、
紫
の
上
の
歌
、
葵
上

の
物
の
怪
、
源
氏
の
見
た
夢
、
若
紫

の
書
い
た
も
の
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匂
宮

大
君
か
ら
の
手
紙
、

右
近
か
ら
大
輔
へ
の

手
紙

八
の
宮
か
ら
の
手
紙
、
浮
舟
か
ら
の

手
紙
、
薫
か
ら
の
手
紙
、
薫
か
ら
の

手
紙
と
蔦
、
立
文
（
後
で
右
近
か
ら

大
輔
へ
の
と
わ
か
る
）

藤
壺

斎
宮
の
女
御
と
弘
徽

殿
女
御
が
集
め
た
絵
内
裏
わ
た
り
、
桐
壺
帝
の
行
幸
の
催

し

落
葉
宮

夕
霧
か
ら
の
手
紙

自
分
の
髪
、
夕
霧
か
ら
の
手
紙

女
三
の
宮

柏
木
か
ら
の
手
紙

朱
雀
院
か
ら
の
手
紙

Ｃ
薫

弁
の
尼
の
住
ま
い
、
浮
舟
の
住
ま
い
、

浮
舟
か
ら
の
手
紙
、
大
君
か
ら
の
返

事
、
大
君
の
歌
、
柏
木
の
遺
書
、
中

将
の
お
も
と
の
歌

内
大
臣
・
致
仕
大
臣

（
以
前
の
頭
中
将
）

源
氏
が
し
た
玉
鬘
の
裳
着
の
儀
式
、

夕
霧
か
ら
雲
居
雁
へ
の
手
紙
、
帝
か

ら
柏
木
へ
の
信
任
、
御
息
所
の
歌

蛍
兵
部
卿
宮

源
氏
が
書
い
た
草
子
、
玉
鬘
か
ら
の

手
紙

紫
の
上

明
石
の
君
か
ら
源
氏
へ
の
手
紙
、
他

の
女
性
に
贈
る
御
衣
、
源
氏
が
出
入

り
し
た
あ
た
り
や
も
た
れ
て
す
わ
っ

て
い
た
柱
、
源
氏
か
ら
の
結
び
文
、

玉
鬘
か
ら
源
氏
へ
の
手
紙

玉
鬘

薫
か
ら
の
手
紙
、
雲
居
雁
か
ら
の
手

紙
、
懸
想
の
手
紙
の
数
々
、
源
氏
か

ら
の
手
紙
、
蛍
兵
部
卿
宮
か
ら
の
手

紙
、
薫
が
書
い
た
歌

中
の
君

匂
宮
か
ら
の
手
紙

六
条
御
息
所

源
氏
か
ら
の
手
紙
、
内
裏

夕
霧

柏
木
の
笛
、
落
葉
の
宮
の
母
御
息
所

か
ら
の
手
紙

大
君

薫
の
歌
、
蔵
人
少
将
か
ら
の
手
紙
、

匂
宮
か
ら
の
手
紙

柏
木

女
三
の
宮
か
ら
の
手
紙
、
童
べ
の
持
っ

て
い
る
葵

御
方
々

右
大
臣
家
の
藤
の
宴
、
行
幸
の
催
し
、

朱
雀
院
の
御
賀
の
試
楽

雲
居
雁

藤
典
侍
か
ら
の
手
紙
、
夕
霧
か
ら
の

手
紙

八
の
宮

自
分
の
山
荘

明
石
の
君

明
石
入
道
か
ら
の
手
紙

浮
舟

自
分
が
書
い
た
歌
、
中
将
の
歌

按
察
使
大
納
言

宮
の
御
方
の
い
る
寝
殿
の
紅
梅

尼
君

中
将
の
歌

空
蝉

源
氏
が
書
い
た
手
習
い

薫
の
殿
人
や
家
司

薫
か
ら
大
君
へ
の
執
心

京
の
女
性
た
ち

源
氏
か
ら
の
手
紙

桐
壺
更
衣
の
母
君

桐
壺
帝
か
ら
の
手
紙

左
大
臣

源
氏
の
手
習
い

髭
黒

源
氏
か
ら
玉
鬘
へ
の
手
紙

髭
黒
の
北
の
方

髭
黒
と
の
縁

六
条
院
の
婦
人
達

冷
泉
帝
の
行
幸

　
〈
人
物
の
モ
ノ
〉
を
見
る
場
合
に
お
い
て
、「
御
覧
ず
」
だ
け
を
用
い
る

人
物
Ａ
の
う
ち
、
帝
・
院
は
、
前
節
で
検
討
し
た
〈
人
物
〉
を
見
る
場
合

と
重
な
る
人
物
で
あ
り
、
そ
れ
に
、
秋
好
中
宮
が
加
わ
る
。
ま
た
、「
御

覧
ず
」
と
「
見
た
ま
ふ
」
の
両
方
が
用
い
ら
れ
る
人
物
Ｂ
の
う
ち
、
源
氏

と
匂
宮
は
、〈
人
物
〉
を
見
る
場
合
と
重
な
る
人
物
で
あ
り
、
さ
ら
に
藤
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壺
・
落
葉
の
宮
・
女
三
の
宮
と
い
う
、
中
宮
・
内
親
王
が
加
わ
る
。
こ
の

表
で
注
目
す
べ
き
は
藤
壺
で
、
中
宮
と
い
う
、
秋
好
中
宮
と
同
じ
高
い
身

分
で
あ
り
な
が
ら
、「
御
覧
ず
」
だ
け
で
な
く
「
見
た
ま
ふ
」
を
も
用
い

る
人
物
Ｂ
に
属
し
て
い
る
。
そ
こ
で
、
藤
壺
が
動
作
主
体
で
あ
る
三
例
の

動
作
客
体
に
着
目
し
て
み
る
。

（
12
）
中
宮
（
＝
藤
壺
）
も
参
ら
せ
た
ま
へ
る
こ
ろ
に
て
、
…
…
、
御

行
ひ
も
怠
り
つ
つ
（
絵
ヲ
）
御
覧
ず
。�

（
絵
合
五
六
四-

10
）

（
13
）
上
も
、
藤
壺
の
、（
桐
壺
帝
ノ
行
幸
ノ
催
し
ヲ
）
見
た
ま
は
ざ
ら

む
を
、
あ
か
ず
思
さ
る
れ
ば
、
…
…
。�
（
紅
葉
賀
二
三
七-

２
）

（
14
） （
藤
壺
ガ
）
内
裏
わ
た
り
を
見
た
ま
ふ
に
つ
け
て
も
、
…
…
。

�

（
賢
木
三
五
五-

１
）

　　

藤
壺
は
、
絵
（
斎
宮
の
女
御
と
弘
徽
殿
女
御
が
競
っ
て
集
め
た
絵
）
を

見
る
時
に
は
「
御
覧
ず
」
を
用
い
、
帝
・
院
と
い
う
身
分
の
高
い
〈
人
物

の
モ
ノ
〉
＝
行
幸
・
内
裏
を
見
る
時
に
は
「
見
た
ま
ふ
」
を
用
い
て
、

「
御
覧
ず
」
を
用
い
て
は
い
な
い
。
つ
ま
り
、
モ
ノ
の
所
有
の
人
物
の
身

分
に
よ
っ
て
、「
御
覧
ず
」
と
「
見
た
ま
ふ
」
と
が
使
い
分
け
ら
れ
て
い

る
。

　

こ
れ
ら
の
こ
と
は
、
人
物
Ｂ
で
あ
る
女
三
の
宮
が
見
る
例
に
つ
い
て
も

同
様
で
あ
る
。
柏
木
か
ら
の
手
紙
を
見
る
時
に
は
「
御
覧
ず
」
で
あ
り
、

朱
雀
院
か
ら
の
手
紙
を
見
る
時
に
は
「
御
覧
ず
」
で
は
な
く
「
見
た
ま

ふ
」
を
用
い
て
い
る
。

（
15
）（
女
三
ノ
宮
ガ
）（
柏
木
カ
ラ
ノ
）
文
ひ
ろ
げ
た
る
を
御
覧
ず
。

�

（
若
菜
上
一
一
一
九-

14
）

（
16
）（
女
三
ノ
宮
ガ
）
涙
ぐ
み
て
（
朱
雀
院
カ
ラ
ノ
手
紙
ヲ
）
見
た
ま

ふ
ほ
ど
に
、
…
…
。�

（
横
笛
一
二
七
〇-

８
）

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
表
２
の
動
作
客
体
の
中
で
、
最
高
位
の
帝
・
院
に
着

目
す
る
。
帝
・
院
が
モ
ノ
の
所
有
者
で
あ
る
場
合
に
下
線
を
引
く
と
、
そ

れ
は
す
べ
て
「
見
た
ま
ふ
」
の
動
作
客
体
で
あ
り
、「
御
覧
ず
」
の
動
作

客
体
に
は
用
い
ら
れ
て
い
な
い
。
つ
ま
り
、「
御
覧
ず
」
は
帝
・
院
の
モ

ノ
を
見
る
場
合
に
は
用
い
ら
れ
な
い
。
そ
こ
で
、
す
べ
て
の
動
作
主
体

と
、
モ
ノ
の
所
有
者
と
の
身
分
関
係
を
見
て
み
る
と
、「
御
覧
ず
」
の
場

合
は
、
必
ず
動
作
客
体
よ
り
動
作
主
体
の
方
の
身
分
が
高
い
こ
と
が
わ
か

る
。
そ
れ
に
対
し
て
「
見
た
ま
ふ
」
は
、
動
作
主
体
の
方
の
身
分
が
高
い

例
も
あ
る
一
方
で
、
動
作
客
体
で
あ
る
モ
ノ
の
所
有
者
の
身
分
が
高
い
例

も
あ
る
。
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五　
〈
モ
ノ
〉
を
見
る
場
合

　　
〈
モ
ノ
〉
を
見
る
例
の
動
作
主
体
の
み
を
、
先
と
同
様
に
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ

に
分
け
て
示
し
た
の
が
表
３
で
あ
る
。
動
作
客
体
の
〈
モ
ノ
〉
は
そ
の
必

要
の
な
い
も
の
と
し
て
提
示
す
る
こ
と
を
省
略
す
る
が
、
そ
れ
ら
の
〈
モ

ノ
〉
に
は
、
風
景
、
動
植
物
、
絵
、
書
物
、
道
具
、
建
物
な
ど
が
あ
り
、

い
ず
れ
も
特
定
の
人
物
の
所
有
と
考
え
ら
れ
な
い
場
合
の
も
の
で
あ
る
。

こ
の
、
見
る
対
象
が
〈
モ
ノ
〉
の
場
合
に
つ
い
て
は
、「
御
覧
ず
」
と

「
見
た
ま
ふ
」
と
で
は
差
が
見
出
だ
さ
れ
な
か
っ
た
。

［
表
３
］〈
モ
ノ
〉
を
見
る
場
合

動
作
主
体

Ａ
「
御
覧
ず
」だ
け
を
用
い
る
人
物
桐
壺
帝
、
朱
雀
帝
、
冷
泉
帝
・
冷
泉
院
、
今
上
帝
、

秋
好
中
宮
、
女
一
の
宮

Ｂ
「
御
覧
ず
」・「
見
た
ま
ふ
」
を

用
い
る
人
物

源
氏
、
匂
宮

Ｃ
「
見
た
ま
ふ
」
だ
け
を
用
い
る

人
物

薫
、
夕
霧
、
柏
木
、
兵
部
卿
宮
、
蛍
兵
部
卿
宮
、

内
大
臣
・
太
政
大
臣（
頭
中
将
）、
八
の
宮
、
僧
都
、

葵
上
、
紫
の
上
、
玉
鬘
、
花
散
里
、
中
の
君

　

と
こ
ろ
で
、「
御
覧
ず
」
だ
け
を
用
い
る
人
物
Ａ
は
、
帝
・
院
な
ど
の

極
め
て
身
分
の
高
い
男
性
や
、
中
宮
・
内
親
王
な
ど
の
、
女
性
と
し
て
極

め
て
身
分
の
高
い
女
性
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
極
め
て
身
分
の
高
い
人

物
に
は
「
御
覧
ず
」
だ
け
し
か
用
い
ら
れ
な
い
。
一
方
、「
見
た
ま
ふ
」

だ
け
が
用
い
ら
れ
る
人
物
Ｃ
は
、
人
物
Ａ
よ
り
は
身
分
の
低
い
人
物
で
あ

る
。
そ
し
て
、「
御
覧
ず
」・「
見
た
ま
ふ
」
の
両
方
が
用
い
ら
れ
る
人
物

Ｂ
の
源
氏
と
匂
宮
は
、
人
物
Ａ
の
帝
・
院
以
外
の
人
物
の
中
で
は
身
分
が

高
い
と
言
え
よ
う
。
従
っ
て
、〈
モ
ノ
〉
を
見
る
場
合
に
つ
い
て
は
、
鎌

田
（
一
九
六
〇
）
が
言
う
よ
う
に
、「
御
覧
ず
」
の
ほ
う
が
「
見
た
ま

ふ
」
よ
り
敬
意
が
高
い
よ
う
に
見
え
る
。
つ
ま
り
、〈
モ
ノ
〉
を
見
る
場

合
に
は
、
動
作
客
体
と
は
関
係
な
く
動
作
主
体
の
身
分
の
高
さ
に
よ
っ
て

「
御
覧
ず
」
と
「
見
た
ま
ふ
」
と
が
使
い
分
け
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
見
え

る
。

　

し
か
し
、
次
に
揚
げ
る
の
は
、
幻
の
巻
で
、
源
氏
が
庭
の
景
色
を
見
る

と
い
う
、
似
た
よ
う
な
三
つ
の
場
面
で
あ
る
が
、「
御
覧
ず
」・「
見
た
ま

ふ
」
が
同
じ
よ
う
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
三
つ
の
例
に
お
い
て
、
源

氏
の
身
分
は
同
じ
で
あ
り
、
従
っ
て
、
敬
意
の
高
低
の
み
で
、「
御
覧
ず
」

と
「
見
た
ま
ふ
」
を
使
い
わ
け
て
い
る
の
で
は
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。

（
17
）
二
月
に
な
れ
ば
、
花
の
木
ど
も
の
盛
り
な
る
も
、
ま
だ
し
き

も
、
梢
を
か
し
う
霞
み
わ
た
れ
る
に
、
か
の
御
形
見
の
紅
梅
に
鶯

の
は
な
や
か
に
鳴
き
出
で
た
れ
ば
、
立
ち
出
で
て
（
源
氏
ガ
）
御

覧
ず
。�

（
幻
一
四
〇
八-

８
）
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（
18
） 
い
と
暑
き
こ
ろ
、
涼
し
き
方
に
て
な
が
め
た
ま
ふ
に
、
池
の
蓮

の
盛
り
な
る
を
（
源
氏
ガ
）
見
た
ま
ふ
に
、
…
…
。

�

（
幻
一
四
一
八-

５
）

（
19
） 

九
月
に
な
り
て
、
九
日
、
綿
お
ほ
ひ
た
る
菊
を
（
源
氏
ガ
）
御

覧
じ
て
、
…
…
。�

（
幻
一
四
一
九-

10
）

　
「
御
覧
ず
」
と
「
見
た
ま
ふ
」
の
敬
意
の
高
低
に
つ
い
て
は
、
七
節
で

改
め
て
考
え
る
。

　

六　
「
御
覧
ず
」
の
関
係
規
定
性

　　

以
上
、
三
節
～
五
節
に
お
け
る
考
察
か
ら
「
御
覧
ず
」
は
、〈
人
物
〉

を
見
る
場
合
、
お
よ
び
〈
人
物
の
モ
ノ
〉
を
見
る
場
合
に
は
、
動
作
主
体

が
上
位
者
で
動
作
客
体
が
下
位
者
で
あ
る
、
と
言
え
る
。
こ
の
こ
と
は
、

「
御
覧
ず
」
に
、
い
わ
ゆ
る
関
係
規
定
性
（
穐
田
定
樹
（
一
九
七
六 

三
十

三
ペ
ー
ジ
））
が
認
め
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
た
だ
し
、〈
モ
ノ
〉

の
場
合
に
つ
い
て
は
、
人
物
が
関
係
し
な
い
の
で
、
関
係
規
定
性
は
な

い
。

　

一
方
、「
見
た
ま
ふ
」
は
動
作
主
体
が
動
作
客
体
よ
り
上
位
者
で
あ
る

例
も
、
下
位
者
で
あ
る
例
も
あ
る
の
で
、
関
係
規
定
性
は
な
い
。

　

七　
「
御
覧
ず
」
と
「
見
た
ま
ふ
」
と
の
敬
意
の
高
低

　　

こ
こ
で
、「
御
覧
ず
」
と
「
見
た
ま
ふ
」
の
間
に
認
め
ら
れ
る
関
係
規

定
性
と
敬
意
の
高
低
と
が
、
ど
の
よ
う
な
関
係
に
あ
る
の
か
を
検
討
し
て

み
る
。

　
七-

一　

同
一
人
物
に
時
間
順
に
用
い
ら
れ
た「
御
覧
ず
」と「
見
た
ま
ふ
」

　

動
作
主
体
に
着
目
す
る
と
、「
御
覧
ず
」
が
身
分
の
高
い
人
物
に
用
い

ら
れ
て
い
る
よ
う
に
見
え
、
鎌
田
（
一
九
六
〇
）
が
言
う
よ
う
に
、「
御

覧
ず
」
の
方
が
「
見
た
ま
ふ
」
よ
り
敬
意
が
高
い
よ
う
に
見
え
る
。
そ
れ

で
は
次
の
例
は
ど
の
よ
う
に
考
え
れ
ば
い
い
の
だ
ろ
う
か
。

　

頭
中
将
は
、
須
磨
の
巻
で
宰
相
中
将
に
、
行
幸
の
巻
で
は
内
大
臣
に
、

藤
裏
葉
の
巻
で
は
太
政
大
臣
に
位
が
上
が
り
、
柏
木
の
巻
で
は
致
仕
大
臣

と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
宰
相
中
将
の
時
の
一
例
（
用
例
20
）
の
み
に

「
御
覧
ず
」
が
使
わ
れ
、
よ
り
高
位
の
内
大
臣
、
太
政
大
臣
、
致
仕
大
臣

の
時
に
は
全
例
「
見
た
ま
ふ
」
が
使
わ
れ
る
（
用
例
21
～
23
）。
こ
の
こ

と
は
「
御
覧
ず
」
の
ほ
う
が
「
見
た
ま
ふ
」
よ
り
敬
意
が
高
い
と
い
う
こ

と
で
は
説
明
が
つ
か
な
い
。
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（
20
）
海
人
ど
も
漁
り
し
て
、
貝
つ
物
持
て
参
れ
る
を
、
召
し
出
で
て

（
宰
相
中
将
ガ
）
御
覧
ず
。�

（
須
磨
四
三
二-

13
）

（
21
）（
内
大
臣
ハ
）
夢
見
た
ま
ひ
て
、
い
と
よ
く
合
は
す
る
者
召
し
て

合
は
せ
た
ま
ひ
け
る
に
、
…
…
。�

（
蛍
八
二
三-

１
）

（
22
） 

…
…
（
娘
夫
婦
ガ
）
住
ま
ひ
た
ま
へ
る
さ
ま
、
華
や
か
な
る
を 

（
太
政
大
臣
ガ
）
見
た
ま
ふ
に
つ
け
て
も
、
…
…
。

�

　
（
藤
裏
葉
一
〇
一
五-

３
）

（
23
）
大
臣
（
＝
致
仕
大
臣
）
も
、
か
く
重
き
（
帝
ノ
）
御
お
ぼ
え
を

見
た
ま
ふ
に
つ
け
て
も
、
…
…
。�

（
柏
木
一
二
四
四-

２
）

　　

こ
の
こ
と
か
ら
、
身
分
が
高
く
な
る
に
つ
れ
て
、
用
い
る
語
が
「
見
た

ま
ふ
」
か
ら
「
御
覧
ず
」
に
代
わ
っ
て
い
く
の
で
は
な
い
こ
と
が
わ
か

る
。
動
作
客
体
で
あ
る
見
ら
れ
る
人
物
が
、
用
例
20
の
〈
海
人
ど
も
＝
下

位
者
〉
の
場
合
に
は
「
御
覧
ず
」
が
使
わ
れ
、
用
例
23
の
〈
帝
の
御
お
ぼ

え
＝
上
位
者
の
モ
ノ
〉
の
場
合
に
は
、「
見
た
ま
ふ
」
が
使
わ
れ
て
い

る
。
こ
れ
は
、「
御
覧
ず
」
に
関
係
規
定
性
が
あ
る
た
め
で
あ
る
、
と
考

え
る
。

　
七-

二　

同
一
人
物
に
同
一
場
面
で
用
い
た
「
御
覧
ず
」
と
「
見
た
ま
ふ
」

　

次
の
例
で
は
源
氏
に
対
し
て
同
一
場
面
で
「
御
覧
ず
」
と
「
見
た
ま

ふ
」
が
前
後
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。

（
24
）
例
な
ら
ず
御
前
近
き
儡
子
ど
も
（
＝
飲
食
器
）
を
、「
な
ぞ
、
あ

や
し
」
と
（
源
氏
ガ
）
御
覧
ず
る
に
、
院
（
＝
朱
雀
院
）
の
御
文

な
り
け
り
。（
院
ノ
御
文
ヲ
源
氏
ガ
）
見
た
ま
へ
ば
、
い
と
あ
は

れ
な
り
。�

（
横
笛
一
二
七
〇-

９
）

　

源
氏
の
見
る
動
作
に
、
同
一
場
面
で
「
御
覧
ず
」
と
「
見
た
ま
ふ
」
の

両
方
が
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
、「
御
覧
ず
」
の
方
が
「
見
た
ま
ふ
」

よ
り
敬
意
が
高
い
と
す
る
こ
と
の
み
で
は
説
明
が
つ
か
な
い
。
そ
こ
で
、

動
作
主
体
と
動
作
客
体
の
関
係
を
見
る
と
、
源
氏
が
、
儡
子
ど
も
を
見
る

場
合
に
は
「
御
覧
ず
」
を
用
い
、
院
の
手
紙
を
見
る
場
合
に
は
「
見
た
ま

ふ
」
を
用
い
て
い
る
。
源
氏
が
、
自
分
よ
り
身
分
の
高
い
院
の
手
紙
を
見

る
場
合
に
は
「
御
覧
ず
」
を
用
い
る
こ
と
が
で
き
な
い
た
め
に
、「
見
た

ま
ふ
」
を
用
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

そ
れ
で
は
、
源
氏
に
「
御
覧
ず
」
と
「
見
た
ま
ふ
」
が
並
ん
で
用
い
ら

れ
、
敬
意
の
高
低
だ
け
で
は
説
明
が
つ
か
な
か
っ
た
五
節
の
用
例
17
・

18
・
19
に
戻
っ
て
考
え
て
み
る
。
こ
れ
ら
の
例
は
、
動
作
主
体
が
源
氏
、

動
作
客
体
は
〈
モ
ノ
〉
で
あ
る
紅
梅
・
蓮
・
菊
で
あ
る
。
従
っ
て
、〈
モ

ノ
〉
の
場
合
で
あ
る
の
で
関
係
規
定
性
が
な
い
。
そ
の
た
め
、
身
分
が
高
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く
「
御
覧
ず
」
を
用
い
る
こ
と
が
で
き
る
人
物
で
あ
る
源
氏
は
、〈
モ

ノ
〉
を
見
る
場
合
に
、「
御
覧
ず
」・「
見
た
ま
ふ
」
の
ど
ち
ら
も
用
い
る

こ
と
が
で
き
る
と
す
る
と
説
明
が
つ
く
。

　

八　

ま
と
め

　　

以
上
、「
御
覧
ず
」
と
「
見
た
ま
ふ
」
に
つ
い
て
、
見
る
動
作
主
体
と

動
作
客
体
と
の
関
係
に
注
目
し
て
考
察
し
て
き
た
が
、
そ
の
結
果
の
要
点

を
ま
と
め
る
と
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

　
「
御
覧
ず
」
に
つ
い
て

〈
人
物
〉
を
「
御
覧
ず
」
の
場
合
は
、「
御
覧
ず
」
の
動
作
主
体
が
動
作

客
体
よ
り
上
位
者
で
あ
る
と
い
う
関
係
規
定
性
が
認
め
ら
れ
る
。

〈
人
物
の
モ
ノ
〉
を
「
御
覧
ず
」
の
場
合
は
、「
御
覧
ず
」
の
動
作
主
体

が
モ
ノ
の
所
有
者
よ
り
上
位
者
で
あ
る
と
い
う
関
係
規
定
性
が
認
め
ら

れ
る
。

〈
モ
ノ
〉
を
「
御
覧
ず
」
の
場
合
は
、
人
物
が
想
定
で
き
な
い
た
め

に
、
関
係
規
定
性
が
な
い
。

　

要
す
る
に
、「
御
覧
ず
」
は
、《
上
位
者
が
下
位
者
を
見
る
》・《
上
位

者
が
下
位
者
の
モ
ノ
を
見
る
》
と
い
う
よ
う
に
用
い
ら
れ
る
、
関
係
規

定
性
の
あ
る
敬
語
で
あ
る
。

　
「
見
た
ま
ふ
」
に
つ
い
て

　
「
見
た
ま
ふ
」
に
は
関
係
規
定
性
が
な
い
。

　　

源
氏
物
語
で
は
、
帝
・
院
に
は
「
御
覧
ず
」
が
用
い
ら
れ
、「
見
た
ま

ふ
」
は
用
い
ら
れ
な
い
。
ま
た
、「
御
覧
ず
」
の
動
作
主
体
の
方
が
「
見

た
ま
ふ
」
の
動
作
主
体
よ
り
身
分
が
高
い
例
が
多
い
。
そ
れ
に
よ
っ
て

「
御
覧
ず
」
の
ほ
う
が
「
見
た
ま
ふ
」
よ
り
敬
意
が
高
い
と
さ
れ
て
き
た

（
鎌
田
一
九
六
〇
）。
し
か
し
、「
御
覧
ず
」
が
用
い
ら
れ
る
身
分
の
高
い

人
物
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
人
物
が
、
さ
ら
に
身
分
の
高
い
人
物
を
見
る
場

合
に
は
「
御
覧
ず
」
が
用
い
ら
れ
ず
「
見
た
ま
ふ
」
が
用
い
ら
れ
る
。
つ

ま
り
、「
御
覧
ず
」
の
使
用
に
は
、
人
物
の
身
分
の
高
さ
だ
け
で
は
な

く
、
客
体
と
な
る
人
物
と
の
身
分
関
係
も
勘
案
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
客
体

は
、〈
人
物
〉
の
み
で
な
く
、〈
人
物
の
モ
ノ
〉
と
い
う
、
モ
ノ
の
所
有
者

の
身
分
も
考
え
る
こ
と
で
、
関
係
規
定
性
が
よ
り
明
確
に
な
る
。

　

従
来
の
研
究
で
は
、「
御
覧
ず
」
と
「
見
た
ま
ふ
」
を
敬
意
や
表
現
価

値
の
差
と
し
て
と
ら
え
て
き
た（

１
）。

し
か
し
本
稿
で
は
、「
御
覧
ず
」
に

は
、
敬
意
の
高
さ
に
加
え
て
、
関
係
規
定
性
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
を
指
摘

し
た
。
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注（１
）
た
だ
し
、
藤
原
氏
が
「
御
覧
ず
」
の
表
現
価
値
の
中
で
示
し
た
う
ち
の
「
支
配
者

的
な
社
会
的
行
為
を
表
現
内
容
」
に
関
し
て
は
、
関
係
規
定
性
の
観
点
か
ら
説
明

で
き
そ
う
に
思
わ
れ
る
。
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